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02  令和２年度 与謝野町の予算

06 第 3 次与謝野町行政改革大綱を策定しました

14　連載「織物のまち」

17　新生「旧加悦町役場庁舎」が開館しました

今月の表紙　旧加悦町役場庁舎
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会　　計 令和２年度当初 令和元年度当初 増減率（％）
宅地造成事業特別会計 7,547 万円 7,931 万円 △ 4.8
下水道特別会計 16 億 8,000 万円 16 億 8,550 万円 △ 0.3
農業集落排水特別会計 3,650 万円 3,720 万円 △ 1.9
介護保険特別会計 27 億 4,400 万円 27 億 2,910 万円 0.5
土地取得特別会計 39 万円 43 万円 △ 9.3
国民健康保険特別会計 23 億 2,700 万円 24 億 9,600 万円 △ 6.8
後期高齢者医療特別会計 3 億 3,920 万円 2 億 8,770 万円 17.9
財産区特別会計 9,254 万円 9,470 万円 △ 2.3
水道事業会計 11 億 9,961 万円 12 億 1,320 万円 △ 1.1
特別会計・水道事業会計合計 84 億 9,471 万円 86 億 2,314 万円 △ 1.5

令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
は
、１
１
４
億
１
６
０
０
万

円
で
令
和
元
年
度
当
初
予
算
額

と
比
較
す
る
と
、
13
・
４
％
減

と
な
り
ま
し
た
。
新
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
に
伴
う
宮
津
与
謝

環
境
組
合
負
担
金
の
減
額
が
大

き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
８
つ
の
特
別
会
計
と
水

道
事
業
会
計
の
収
益
的
支
出
・

資
本
的
支
出
を
あ
わ
せ
た
総
額

は
、
84
億
９
４
７
１
万
円
、
令

和
元
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較

し
１
・５
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況

　
普
通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減

や
近
年
頻
繁
に
発
生
す
る
台

風
・
豪
雨
災
害
等
に
伴
う
災
害

復
旧
対
応
等
に
よ
り
、
平
成
29

年
度
、
平
成
30
年
度
と
２
年
連

続
で
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て
い

た
貯
金
「
財
政
調
整
基
金
」
を

取
り
崩
す
と
い
う
厳
し
い
財
政

状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
経
常
経
費
や

起
債（
借
金
）の
発
行
を
極
力
抑

え
な
が
ら
、「
安
心
と
成
長
を
実

現
す
る
」と
い
う
方
針
を
掲
げ
、

重
点
的
に
５
つ
の
事
項
を
推
進

す
る
予
算
と
し
て
い
ま
す
。

産
前
・
産
後
の
ケ
ア
を
充
実

令
和
２
年
度
当
初
予
算
の
重
点

事
項
の
一
つ
目
に
は
、「
子
ど
も
子

育
て
環
境
の
充
実
」と「
き
め
細
か

な
支
援
制
度
の
確
立
」を
掲
げ
て

い
ま
す
。

加
悦
地
域
認
定
こ
ど
も
園
の
施

設
整
備
を
は
じ
め
、
特
定
不
妊
治

療
に
係
る
交
通
費
助
成
制
度
の
創

設
や
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
妊
娠
期
に

保
健
師
と
面
談
し
、
ハ
ロ
ー
ベ

ビ
ー
計
画
書
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
離
乳
食
に
つ
な
が
る
記
念
品

の
進
呈
等
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
助
産
師
と
の
相
談
や

子
ど
も
の
沐も

く
浴
あ
る
い
は
保
育
を

行
い
、
育
児
か
ら
開
放
さ
れ
る
機

会
を
つ
く
り
、
相
談
や
親
同
士
の

交
流
、
ゆ
っ
く
り
入
浴
で
き
る
場

を
設
定
す
る
産
婦
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
等
を
盛
り
込
ん
だ
産
後
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業
な
ど
を
行
い
、
産

後
の
孤
立
し
や
す
い
環
境
や
、
育

児
に
つ
い
て
の
孤
独
感
の
改
善
も

図
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、産
前
か
ら
産
後
・

子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
な
く
き
め

細
か
な
支
援
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

令和２年度

与謝野町の予算
一般会計を中心に令和２年度の当初予算の概要をお知らせします

一般会計予算総額 》114 億 1,600 万円

■特別会計・水道事業会計当初予算額

総務費
10 億 7,055 万円

民生費
33 億 6,696 万円

衛生費
13 億 7,646 万円

労働費
1,426 万円

農林水産業費
4 億 1,952 万円

商工費
 3 億 6,884 万円

土木費
14 億 1,408 万円

消防費
5 億 5,303 万円

教育費
10 億 5,455 万円

公債費
16 億 4,336 万円

諸支出金
 1,030 万円

予備費
1,232 万円

議会費
1 億 1,177 万円

歳入
114 億 1,600 万円

自主財源
27.4％

歳出
114 億 1,600 万円

依存財源
72.6％

町税
18 億 5,514 万円

分担金・諸収入等
5 億 9,357 万円

繰入金
6 億 8,424 万円

地方譲与税等
交付金
6 億 1,081 万円

地方交付税 52 億 2,000 万円

国庫支出金
8 億 2,410 万円

府支出金
7 億 3,784 万円

町債
8 億 9,030 万円

与謝野町の未来をつくる 令和２年度重点取り組み事項

与謝野町の豊かな自然環境
を未来の子どもたちに引き継
いでいくために、与謝野町地
球温暖化対策実行計画（区域
施策編）の改定を行うととも
に、引き続き阿蘇海流域の水
質浄化、環境保全啓発に取り
組みます。

未来の子どもたちに
引き継ぐ自然環境を守る

地域で活用されている「か
や山の家」を滞在交流型施設
として整備します。また、ジ
ビエ料理や郷土料理を提供す
るなど、地元資源・食材の活
用で与謝野ファンの創出（リ
ピーター増）を目指します。

観光拠点整備により
与謝野ファンを創出する

第２期ひと・しごと・まち
創生総合戦略は、SDGs の理
念に基づき、「よさの愛」を
持った「ひとづくり」を最重
要目標とし、「よさの愛」に
あふれたキラリと光る人財に
よる「しごとづくり」「まち
づくり」を推進します。

SDGs の理念に基づいた「第
２期ひと・しごと・まち創
生総合戦略」を推進する

特定不妊治療交通費支援、
産後ケア、子どもの居場所、
遊び場づくりなど、よりきめ
細かな支援策を盛り込み、妊
娠期、出産期の不安を解消し、
安心して子どもを産み、育て
ることができる環境を確立し
ます。

「子ども子育て環境の充実」
「きめ細かな支援制度の確立」

引きこもり等で職に就くこ
とができなかった方の居場所
づくり、高卒認定を目指す等
就労準備支援、障害者の就
労・雇用に向けた仕組みづく
り等、社会的に立場の弱い方
たち一人一人に寄り添い、き
め細かな支援策を実現します。

一人ひとりに寄り添い、
社会全体で支援する体制を

整備する

安心と成長 実現するを
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産婦デイサービスをリフレ
かやの里等で実施します。助
産師との相談や子どもの沐浴
あるいは保育を行い、育児か
ら開放される機会をつくり、
相談や親同士の交流、ゆっく
り食事や入浴ができる場を設
定することで産後の孤立しや
すい環境の改善を図ります。

妊婦とその配偶者（または
パートナー）と面談を行い、
産前、産後の役割分担を明確
にし、親子ともに安心して過
ごせる「ハローベビー計画書」
を作成するなど、育児につい
ての孤独感の軽減を図るとと
もに、産前産後の切れ目のな
い支援を実施します。

妊娠を望む夫婦が積極的な
不妊治療に臨めるよう、高額
な自己負担が必要となる特定
不妊治療の申請者について、
その治療にかかる交通費の一
部を助成することにより、経
済的・精神的負担の軽減を図
る一助とします。

特定不妊治療交通費助成

子育て応援課

ハローベビープロジェクト産後リフレッシュ事業

》令和２年度主要事業 》令和２年度主要事業

子育て応援課子育て応援課

地域運営組織（単独自治区・
複数自治区）が、地域の多様
な個人・団体、地域支援員と
チームとなり、町職員（場合
によっては京都府職員も参
画）の伴走支援を受けながら、
地域課題の解決に向けての調
査を実施します。

地域のすべての小学生を対
象とした居場所づくり、遊び
場づくり、地域住民との触
れ合いの場作りとなる拠点

（キッズステーション）を設
置・運営する自治区等に対し
支援を行い、子どもたちが安
心して遊べる・学べる・交流
できる居場所づくりを行います。

当初予算には「桑飼小学校
解体工事設計業務委託料」の
み計上しています。なお、整
備予定地で遺跡発掘調査を実
施するため、桑飼小学校解体
工事費、監理委託料、新園舎
整備工事費は債務負担行為※

に計上しています。

認定こども園整備事業

子育て応援課

キッズステーション事業協働のまちづくり調査事業

子育て応援課企画財政課

渓流内において、今後の豪
雨による山腹崩壊の拡大や、
それに伴う土砂流出を防止す
るために、治山事業を実施し
ます。また、三河内地区の奥
山川流域解析を実施し、今後
の浸水対策への方向性を定め
た浸水対策基本計画を改定し
ます。

地域ボランティアグループ
と学校を結ぶコーディネー
ターとして地域学校協働活動
推進員を設置し、地域と学校
の協働の取り組みを推進しま
す。また、コミュニティスクー
ルの導入についての調査研究
も併せて行います。

織機等の維持補修などの経
費負担に対する助成を行うこ
とにより、生産機能の向上や
底上げ、新たな商品開発の機
運を高めるとともに、新たに
小規模事業者に対して支援を
行い、生産力低下や後継者不
足への対応を図ります。

織物振興事業

商工振興課

地域学校協働活動推進事業防災・減災対策事業

学校教育課農林課・建設課

ひきこもり等が原因で長く
職に就くことのできなかった
方の居場所づくりや、19 歳
以上で高卒資格のない方を対
象に、高校卒業認定を目指し
た学習等支援を実施します。
また障害者の継続した就労、
事業者の障害者雇用について
も支援します。

本町に移住し、定住する目
的で家屋の新築または新築建
売住宅・中古住宅を購入した
子育て世帯に対して、移住・
定住に要する費用の一部を補
助します。補助額は基本額に
加え、加算メニューにより補
助金額は最大 280 万円としま
す。

移住・定住事業

観光交流課

くらしとしごとの支援事業

福 祉 課

の
両
面
か
ら
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

き
め
細
か
な
支
援
を
推
進

二
つ
目
に
は
「
一
人
一
人
に
寄

り
添
い
、
社
会
全
体
で
支
援
す
る

体
制
づ
く
り
」
を
掲
げ
、
引
き
続

き
生
活
困
窮
家
庭
と
養
育
困
難
家

庭
の
学
習
支
援
事
業
を
実
施
し
ま

す
。ま

た
、
引
き
こ
も
り
や
不
登
校

が
原
因
で
就
職
が
困
難
だ
っ
た
方

を
支
援
す
る
く
ら
し
と
し
ご
と
の

支
援
事
業
や
障
害
者
の
生
き
が
い

の
創
出
に
向
け
て
、
就
労
・
雇
用

に
向
け
て
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行

う
就
労
支
援
事
業
を
着
実
に
進
め

る
な
ど
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

自
然
環
境
に
配
慮
し
た
ま
ち
へ

三
つ
目
に
は
「
未
来
の
子
ど
も

た
ち
に
引
き
継
ぐ
自
然
環
境
を
守

る
」
を
掲
げ
、
２
０
５
０
年
ま
で

に
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
実
質
ゼ

ロ
を
目
指
し
、「
与
謝
野
町
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
改
定

し
ま
す
。
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を

抑
制
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き

阿
蘇
海
の
環
境
改
善
に
取
り
組
み

ま
す
。

与
謝
野
フ
ァ
ン
を
創
出

四
つ
目
に
は
「
観
光
拠
点
整
備

事
業
」
を
掲
げ
、
昭
和
53
年
に
建

築
さ
れ
て
以
来
40
年
余
り
が
経
過

し
た
「
か
や
山
の
家
」
を
滞
在
型

交
流
施
設
と
し
て
改
修
し
、
一
部

を
ジ
ビ
エ
加
工
施
設
と
し
て
、
大

江
山
の
恵
み
を
郷
土
料
理
と
し
て

提
供
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
整
備
し
た
ク
ア
ハ

ウ
ス
岩
滝
や
旧
加
悦
町
役
場
庁
舎

も
活
用
し
、
観
光
客
受
け
入
れ
の

た
め
の
気
運
を
醸
成
し
ま
す
。

持
続
可
能
な
仕
組
み
を
つ
く
る

五
つ
目
に
は
「SDG

s

の
理
念

に
基
づ
い
た
『
第
２
期
ひ
と
・
し

ご
と
・
ま
ち
創
生
総
合
戦
略
』
を

推
進
す
る
」
を
掲
げ
、
地
方
創
生

の
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
特
色
あ
る
農
業
推
進
事

業
や
お
試
し
住
宅
体
験
事
業
を
展

開
し
ま
す
。

ま
た
、
当
初
予
算
の
ほ
か
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
、
国
で
調
整
し
て
い
る
経
済
対

策
、
子
ど
も
た
ち
、
女
性
、
高
齢

者
な
ど
に
寄
り
添
っ
た
対
策
も
随

時
補
正
予
算
に
よ
り
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※債務負担行為とは，事業が単年度で終了せず、後年度においても負担しなければならない場合、あらかじめ後年度の債務を約束するよう予算で決めておくことです

令和２年度当初予算の詳細
は、町ホームページからご
確認いただけます。

詳細はコチラから

まめっこまいちゃん／読書ポーズ

Ｒ 2 年度当初予算
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※ 実質単年度収支とは、単年度収支から実質的な黒字要素（財政調整基金積立金、地方債繰上償還額）や赤字要素（財政調整基
金取崩し額）を加減したもので、当該年度における実質的な収支を把握するための指標です。

まめっこまいちゃん／基本ポーズ

第３次与謝野町行政改革大綱
を策定しました

与謝野町では、合併市町村に対する普通交付税の特例措置期間終了に対応するため、そして
平成 29 年度に策定した第２次与謝野町総合計画の実現のため、「持続可能な行財政基盤の確立」
と、行政を含めた「多様な主体が協働するまちづくりの推進」を目指す『第３次与謝野町行政
改革大綱』（期間：令和２年度～５年度）を策定しましたので、その概要をお知らせします。

貯
金
を
取
り
崩
す
赤
字
財
政

与
謝
野
町
で
は
、
合
併
以
降
の
体
制
整

備
や
生
活
環
境
向
上
の
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
・
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
全
町
域
へ

の
拡
張
整
備
や
下
水
道
の
整
備
、
認
定
こ

ど
も
園
の
建
設
等
を
積
極
的
に
行
い
、
一

つ
の
ま
ち
と
し
て
の
環
境
整
備
を
積
極
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
。
合
併
団
体
の
特
例

措
置
と
し
て
、
普
通
交
付
税
が
合
併
前
の

水
準
と
な
る
よ
う
に
保
障
さ
れ
て
い
た
た

め
、
町
の
貯
金
で
あ
る
基
金
を
積
み
立
て

な
が
ら
積
極
的
な
投
資
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
き
め
細
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
国
が
推
進
す
る
事
業

の
実
施
な
ど
に
よ
り
歳
出
規
模
も
増
え
続

け
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
与
謝
野
町

が
実
施
す
る
事
務
事
業
の
数
や
公
共
施
設

の
数
、
職
員
の
数
等
が
一
つ
の
ま
ち
と
し

て
適
正
な
の
か
検
証
が
十
分
に
な
さ
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

合
併
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
平
成
28
年

度
に
は
、
合
併
団
体
の
特
例
措
置
に
よ
り

保
障
さ
れ
て
い
た
普
通
交
付
税
が
段
階
的

に
縮
減
さ
れ
、
合
併
か
ら
15
年
目
を
迎
え

る
令
和
２
年
度
を
最
後
に
特
例
措
置
期
間

が
終
了
し
ま
す
。
し
か
し
、
与
謝
野
町
の

一
般
会
計
に
お
け
る
歳
入
額
の
40
％
以
上

を
占
め
る
普
通
交
付
税
が
一
つ
の
ま
ち
と

し
て
の
規
模
へ
と
縮
小
し
て
い
く
一
方
で

歳
出
規
模
の
抑
制
は
で
き
て
お
ら
ず
、
積

極
的
に
進
め
て
き
た
事
業
の
負
担
が
町
の

借
金
の
返
済
に
あ
た
る
「
公
債
費
」
と
い

う
形
で
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

平
成
29
年
度
、平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、

財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
の
決
算
と

な
り
、
実
質
的
な
赤
字
財
政
へ
と
転
じ
て

ま
す
。

地方公共団体の税収等
の財源の偏在を調整し全

国で一定水準の住民サービスを提供できるように、主
に国税（所得税や酒税、消費税等）を原資として、客
観的な基準での算定により各地方公共団体に財源を配
分する地方財政制度です。

与謝野町では歳入全体の 40％程度を占める大きな
財源となっています。合併団体の特例措置で、合併後
10 年間は合併前の旧団体ごとに算定した合計額が保
障され、その後 5 年間で段階的に新団体算定の額に移
行していきます。その特例措置による差額は約 3.8 億
円（令和元年度算定）あります。

普通交付税とは

一
つ
の
ま
ち 

と
し
て
の
歳
出
抑
制
が
必
要

今
後
、
与
謝
野
町
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
、
２
０
４
０
年

に
は
人
口
が
約
１
万
５
０
０
０
人
規
模
に

な
る
見
込
み
で
す
。
２
０
１
５
年
か
ら

42
％
の
減
少
で
あ
り
、
経
済
を
支
え
る
生

産
年
齢
人
口
も
38
％
減
少
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
町
内
の
経
済
活
動
が
鈍
く
な
る

こ
と
に
加
え
て
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
担
う
人
材

（
自
治
会
の
役

員
、消
防
団
員
、

産
業
の
後
継
者

等
）
の
確
保
も

さ
ら
に
困
難
に

な
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
地

域
で
の
活
動
の

維
持
が
困
難
に

な
り
、
ま
ち
全

体
の
活
力
が
大

き
く
減
退
す
る

こ
と
に
な
り
ま

す
。財

政
面
で

は
、
普
通
交
付

税
の
合
併
特
例

措
置
が
終
了

し
、
一
つ
の
ま

ち
と
し
て
算
定

さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
人
口
減
少
に
よ
る

税
収
の
減
少
も
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

歳
入
額
が
大
き
く
減
少
す
る
見
込
み
で

す
。
歳
出
の
抑
制
が
歳
入
の
減
少
に
追
い

つ
か
な
け
れ
ば
、
そ
の
不
足
分
を
基
金
で

補
て
ん
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
合
併
の

特
例
措
置
に
よ
る
恩
恵
を
子
や
孫
た
ち
の

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
現
役

世
代
が
す
べ
て
使
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
、
将
来
に
負
担
だ
け
が
残
る
こ
と
に
な

7.8

H30

歳出決算の推移（投資的経費とそれ以外）

H29H28
0

（単位：億円）
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16.9
24.4

13.6 11.9 9.9
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14.4 17.111.28.111.0

歳出合計
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投資的経費
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0
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2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 2040 年
0
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40
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100
（単位：％）65 歳以上

15 ～ 64 歳

0 ～ 14 歳

与謝野町の今後の人口推計と人口構成の変遷

2040 年、高齢化率 42％
1.14 人で１人の高齢者を支える社会

27

117

75

23

107

75

20

99

72

18

90

70

17

81

66

81

66

16

72

63

220
206

191
177

164
151

総人口

65 歳以上人口割合

資料：国勢調査および国立社会保障・人口問題研究所（平成 25 年３月推計）

経済を支える生産年齢人口が１万 1,700 人
から 7,200 人へ（38％の減少）

与謝野町公共施設の耐用年数到達割合推移
と公共施設の維持・更新にかかる財源不足

※ 与謝野町公共施設等総合管理計画（基本計画）から（Ｈ 28 年度作成）

■ 耐用年数を迎える公共施設の割合の推移

※ 保有するすべての公共施設を耐用年数到達時に更新し続けた場合の試算

今後 30 年間の
財 源 不 足 額

公共施設に回せる財源：658.3 億円
公共施設にかかるコスト：815.8 億円
不 足 額 （ ＝ 削 減 目 標 ）：157.5 億円

現在

18.5％

10 年後

35.1％

20 年後

61.9％

30 年後

82.7％

り
ま
す
。

公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、
今
後
も
使
用

し
続
け
る
な
ら
ば
、
老
朽
化
に
対
応
し
て

施
設
の
更
新
（
建
て
替
え
）
も
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
全
て
の
施
設

で
そ
れ
を
行
お
う
と
す
る
と
、
今
後
30
年

間
で
約
１
５
７
・５
億
円
（
１
年
平
均
５
・

25
億
円
）
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
見
込
み

で
あ
り
、
今
後
は
公
共
施
設
へ
の
投
資
に

つ
い
て
選
択
と
集
中
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

― 持続し発展する与謝野町の基礎を作る ―

3.0
（単位：億円）

0
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-2.0

-1.0

1.0

2.0
2.32

H30H29
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-0.17 0.12 0.17 0.17

-0.50

0.59
0.14 0.13

0.65

-2.46
-1.83

-1.06

基金を取り崩しての決算が常態化しつつある

実質単年度収支の推移
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１

“持続し発展する与謝野町の基礎を作る”
第３次与謝野町行政改革大綱

基本方針

２
持続可能な行財政基盤の確立

「一つのまち」として適正な規模を検証した
上で、将来に備えた明確な目標と方針を定め
て、与謝野町の将来に対して本当に必要なこ
と、優先すべきことは何であるかを評価・検
証し、そこに資源を投入していくといった

「行財政経営」（従来の行財政運営からの転換）
に取り組むことで『持続可能な行財政基盤の
確立』を目指します。

多様な主体が協働した
まちづくりの推進

減少する行政資源の活用を行政だけで考える
のではなく、正確な情報をみんなで共有し住
民協働・住民参画で考える仕組みを作ること
や、住民の主体的な活動の促進に取り組む等、

『多様な主体が協働したまちづくりの推進』
（※行政も含む多様な主体）により町政をさ
らに活性化させます。

基本方針１　“持続可能な行財政基盤の確立”

平成 30 年度よりも事務事
業の総数を減らし、各事務
事業の成果・効果も向上さ
せる。

選択と集中による
行 政 資 源 の 効 率
的・効果的な活用

事務事業評価の実施
政策形成過程のルール化

令和元年度よりも総職員数
を減らし、職員の意識改革
も進める。

職員数の適正化と
改革人材の育成

職員数適正化計画
人材育成基本方針の見直し

「与謝野町公共施設等総合
管理計画」の方針に基づき、
令和元年度よりも公共施設
数を 13 減らし、将来負担
を低減する。

公共施設数の減少
公共施設等総合管理計画の方
針の実行

歳出規模を減らし歳入を確
保することで財政収支を実
質的黒字化にし、債務償還
可能年数※を 7.5 年以下に
する。

持続可能な財政計画の策定、予算

編成改革、経常経費削減、下水道

特別会計繰出金の削減、公債費の

抑制、歳入の確保（ふるさと納税、

利用料金等の適正化）

財政の健全化

目指す姿 目標 具体的取り組み

基本方針２　“多様な主体が協働したまちづくりの推進”

町の意思決定に住民がさま
ざまな形で参画する機会を
増やす。

住民参画による
町政の活性化

多くの住民の意見・意思が
まちづくりに反映できる手
法の導入
町政の「見える化」の推進
住民意識調査の実施

多様な主体が協働した取り
組み、地域課題に基づく議
論の機会を増やす。

多様な主体が協働
して行うまちづく
り・地域づくり

地域課題に基づいた対話の場の構

築、町内の小中学校で町政に関す

る「出前講座」を実施、協働のま

ちづくりを推進するための役場組

織の機能強化

地区公民館活動実施 20 館
の維持と、主体的に地区の
あり方を定めて課題解決に
取り組んでいる地区数を３
地区にする。

住民が主体的に地域の将来を検討

し課題の解決に取り組むことがで

きる仕組みの構築と運営支援、地

区公民館の維持管理支援、地域間

で取り組みや課題を共有し学び合

う場の構築

住民主体の地域コ
ミュニティ形成と
地域づくり活動の
促進

目指す姿 目標 具体的取り組み

※債務償還可能年数とは、実質債務に対しての償還能力（財政
余力）を示す新たな財政指標で、その年数が短いほど財政の
持続可能性が認められます。10 年を超えると危機的状況にあ
るとされており、与謝野町の平成 30 年度決算で試算すると 8.9
年となります。目標の 7.5 年は財政の健全化を目指す中間的な
目標値（本大綱期間内の目標値）として設定するものです。

「第３次与謝野町行政改革大綱」は、令和元年 7 月に町長からの

意見諮問を受けた与謝野町行政改革推進委員会（伊
い

藤
とう

伸
しん

会長）が５

回の委員会にて慎重に審議し、その結果を 3 月 27 日に町長に答申

しました。

― 与謝野町行政改革推進委員会の意見（主旨要約） ―

①
　
②　

③

大綱の着実な実行のために、その目指す姿や手段について、
まずは行政内部での意識共有が重要であること。　
大綱を進める上で、令和元年度から取り組む『事務事業評価』
が重要な位置づけとされていることから、より実効性の高い
ものになるように改善を進めていかなければならないこと。
行財政改革は行政だけで完結するものでなく住民との共有が
不可欠なので、多くの住民が認知するように町長を中心に情
報発信を積極的に行うこと。 西

にしかわ

川会長代理から町長へ答申書が手渡されました

第３次与謝野町行政改革（案）を最終答申

第３次与謝野町行政
改革大綱および実施
計 画 は、 町 ホ ー ム
ページからご確認い
ただけます。

詳細はコチラから ／／
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第１分団

第２分団

第３分団

第４分団
第５分団

第６分団

第７分団
第８分団

第９分団

第 10 分団

火災発生時は北部と南部の２つの地域に分け、その地域に属す
るすべての分団と、隣接する分団が出動します。

南部

北部■ 火災発生時における出動区分

火災発生場所 出動分団

岩滝地域 北部地域の全分団

山田地区 北部地域の全分団および第５分団

石川地区 北部地域の全分団および第５・６分団

幾地・四辻地区 南部地域の全分団および第３・４分団

温江・明石・香河地区 南部地域の全分団および第４分団

三河内・岩屋・算所・
加悦奥・加悦・後野・
与謝・滝・金屋地区

南部地域の全分団

※第１～４分団が「北部地域」、第５～ 10分団が「南部地域」です

ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

夫
婦
で
協
力
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を

迎
え
る
場
と
し
て
両
親
面
談
を
実

施
し
ま
す
。

対
象
者　

令
和
２
年
４
月
１
日
以

降
に
出
産
を
迎
え
る
お
母
さ
ん
と

お
父
さ
ん

時
期　

妊
娠
中
期
～
後
期
（
妊
娠

中
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

出
産
後
の
訪
問
で
お
父
さ
ん
に
も

同
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
各
ご
家
庭
に
保
健
師
か
ら
日
程
調

整
の
電
話
を
し
ま
す
。
お
仕
事
な

ど
で
難
し
い
ご
家
庭
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
ご
都
合
を
つ
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
両
親
面
談
者
に
は
、
妊
娠
中
や
子

育
て
に
使
え
る
グ
ッ
ズ
、
お
子
様

の
誕
生
後
に
記
念
品
、
産
後
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
事
業

で
利
用
で
き
る

「
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
券
」

を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

健やか広場　 母子保健事業のお知らせ

産
後
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
　
　

産
後
の
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の

た
め
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
リ
フ

レ
か
や
の
里
で
、
助
産
師
や
保
育
士
、

保
健
師
が
母
乳
相
談
、
育
児
相
談
を

行
う
ほ
か
、
入
浴
、
沐
浴
、
お
母
さ

ん
同
士
で
昼
食
や
交
流
を
行
い
、
産

後
の
心
身
の
疲
労
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
す
。
利
用
料
の
一
部
を
町
が
助

成
し
ま
す
。

対
象
者　
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降

に
出
産
さ
れ
た
生
後
６
ヵ
月
ま
で
の

母
子

場
所　
リ
フ
レ
か
や
の
里

料
金　
１
０
０
０
円
／
回

定
員　
４
人
／
日

助
成
回
数　
３
回
ま
で

申
し
込
み　
利
用
希
望
日
の
２
週
間

前
ま
で
に
子
育
て
応
援
課
に
電
話
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。
利
用
当
日
、

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
券
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

※
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
券
は
、
ハ
ロ
ー
ベ

ビ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
両
親
面
談
を

実
施
し
た
方
に
配
布
し
ま
す

特
定
不
妊
治
療

交
通
費
助
成
金
事
業

特
定
不
妊
治
療
を
受
診
で
き
る
医

療
機
関
が
近
隣
地
域
に
な
い
た
め
、

遠
方
ま
で
通
院
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
高
額
な
受
診
料
負
担
に
加
え
、

通
院
に
要
す
る
交
通
費
も
多
額
に
な

り
ま
す
。
ご
夫
婦
の
経
済
的
・
精
神

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
通
院
に

要
す
る
交
通
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
今
年
度
の
特
定
不
妊
治
療
助
成
金

を
申
請
さ
れ
た
方
か
ら
が
対
象
と
な

り
ま
す

▼
１
度
の
特
定
不
妊
治
療
助
成
金
申
請

に
つ
き
、
通
院
１
回
交
通
費
５
０
０
０

円
を
５
回
分
ま
で
助
成
し
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
母
子
保
健
事
業
（
乳
幼
児
健
診
等
）
は
、
子

育
て
応
援
課
（
☎
４
３
・
９
０
２
４
）
が
実
施
し
ま
す
。
今
回
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
新
し
く
始
め
る
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

上
限
額　
２
万
５
０
０
０
円

（
１
回
５
０
０
０
円
×
５
回
分
）

▼
年
間
５
万
円
／
人

※
一
般
不
妊
治
療
費
等
助
成
金
制
度

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
子
育
て
応

援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

不妊とは？ 妊娠を望む
健康な男女

が避妊をしないで性交をしてい
るにもかかわらず、一定期間妊
娠しないものをいいます。この

「一定期間」について「１年と
いうのが一般的である」と定義
されています。〔（公益）日本産
婦人科学会ホームページから引
用〕

　子育て応援課は加悦庁舎２階にありま
す。妊娠期から子育て期に渡るさまざま
なニーズに対して支援できるよう「子育
て世代包括支援センター」を設置してい
ます。お悩み事や相談したいことがあり
ましたら、お気軽にお越しください。

子育て応援課にはお子様が遊べるスペースもあります

お気軽にご相談ください

子育て応援課 ☎ 43-9024

分団 氏名 分団 氏名 分団 氏名

第３分団

楠
くす

田
だ

　理
よしとも

友 第５分団 須
す

川
がわ

　高
たかひろ

広

第９分団

奥
おく

田
だ

　陽
ようすけ

介

小
こ

西
にし

　俊
しゅんぺい

平

第６分団

近
こんどう

藤　克
かつ

弥
や

坂
さかなか

中　貴
たかひろ

大

大
おおひら

平　和
かず

樹
き

藤
ふじ

田
た

　祐
ゆうすけ

輔 前
まえ

野
の

　周
しゅうた

大

荻
おぎ

野
の

　大
だい

輝
き

井
い

崎
ざき

　亮
りょうへい

平

第 10 分団

河
かわしま

島　祐
ゆうすけ

輔

第５分団

中
なかもと

本　拓
たく

磨
ま

第７分団

大
おおつき

槻　幸
ゆき

人
と

小
お だ

田　新
しんすけ

介

福
ふく

井
い

　亜
あ と む

斗夢 吉
よし

田
だ

　舜
しゅんぺい

平 田
た

中
なか

　克
かつ

樹
き

川
かわ

戸
と

　大
だいすけ

輔 廣
ひろ

居
い

　泰
やすのり

至 井
いのうえ

上　蓮
れ

音
おん

加
か

畑
ばた

　慎
しんいちろう

一郎
第８分団

山
やまざき

崎　康
やすひろ

弘
ひまわりふれ愛隊

廣
ひろ

野
の

　七
なな

映
え

黒
くろかわ

川　勇
ゆう

浪
なみ

江
え

　恵
けい

太
た

坪
つぼくら

倉　由
ゆ り

里

　　　 

がんばってます！消防団 編集 ● 消防団本部

３
月
31
日
付
け
で
退
任
さ
れ

た
植う

え
田だ

泰や
す
史し

前
団
長
は
、
平
成

３
年
４
月
に
旧
岩
滝
町
消
防
団

へ
入
団
さ
れ
、
29
年
間
消
防
団

活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
平
成
28
年
４
月
～
令
和

２
年
３
月
ま
で
の
４
年
間
、
団

長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
６
年
に
は
、
植

田
前
団
長
率
い
る
旧
岩
滝
町
消

防
団
が
京
都
府
消
防
操
法
大
会

で
優
勝
し
、
全
国
消
防
操
法
大

会
へ
出
場
。
見
事
、
９
位
に
入

賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
に
は
、
よ
り
良
い

消
防
団
活
動
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
分
団
統
合
、
火
災

出
動
区
分
の
変
更
と
い
っ
た
与

野
町
消
防
団
の
再
編
に
、
団
長

と
し
て
先
導
し
消
防
団
を
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ご
労
苦
に
対
し
、
全
消

防
団
員
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

植田前団長、29 年間お疲れ様でした。

■ 新入団員紹介 ～新たに 27 人が入団しました～
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A L Tリレーコラム ［第 106 回　大自然に抱かれて　by パシェコ・マテウス］	 COLUMN

皆 さんこんにちは。マテウスです。寒く厳しい
与謝野町の冬もようやく終わりを迎え、春ら

しい気候になってきました。４月に行われた各学校
の入学式に合わせて咲いたかのような桜は、とても
美しく印象的でしたね。
私はアメリカのユタ州の出身です。ユタ州にはザ
イオン国立公園やモニュメント・バレーといった自
然豊かな観光名所が数多くあります。しかし、桜や
梅といった美しい花を咲かす木々はほとんどありま
せん。私は美しいと評判
の日本の桜を見ること
をとても楽しみにして
おり、今年は満開の桜を
見ることができ、とても
感動しました。
新型コロナウイルス
の影響さえなければ、美
しい桜を眺めながら友
人とともに、人生で初め
ての花見をするという
すばらしい経験ができ
たのにと残念に思うば
かりです。
不要不急の外出は避け、自宅にいることが多い中、
私は日本に来てから約８ヵ月間の間で最も印象に
残っている、妻との六甲山でのハイキングのことを
思い出しました。
ハイキング当日は快晴であり、すばらしいハイキ
ング日和でした。透き通った青空の下、緑豊かな自
然の中を歩く時間は、このうえなく素晴らしいもの
でした。しかし、途中で道を間違えてしまい、３時
間ほどで頂上に着ける予定が５時間ほどかかってし

まいました。道も険しく、とても困難な道のりでし
たが、頂上に着いた時には突如として疲労感はなく
なり、その疲労感は大きな達成感に変わりました。
私たちの人生には一体どれほど多くの困難が待ち
構えているのでしょうか。しかし、困難であっても
必ず乗り越えられるものであり、困難であればある
ほど乗り越えた時の達成感は大きくなると私は思い
ます。ハイキングは困難な道のりであればあるほど
山頂に到達した際の達成感が大きく、これはまさし

く私たちの人生の縮図
であるといえるのでは
ないでしょうか。日々の
慌ただしい生活の中で、
ハイキングの時間をと
ることは難しいと思い
ますが、皆さんもぜひハ
イキングをして困難を
乗り越えた際の達成感
を得られてみてはいか
がでしょうか。
現在は新型コロナウ
イルスの影響で不要不

急の外出をすることはできませんが、この影響が収
まればまたハイキングを楽しみたいと思います。
皆さん、与謝野町付近でお気に入りのハイキング
スポットはありますか？　皆さんのお気に入りス
ポットをぜひ教えてください！

自然は本当に偉大ですね！

与謝野町観光協会ＨＰでは、インバウン

ド（訪日観光客）向けに、ＡＬＴが外国

人目線で与謝野町の魅力を発信する「ALT 

Eyes」を随時更新中。旬の話題が盛りだく

さんの観光協会ＨＰをぜひご覧ください！ 観光協会ＨＰ

「公民館訪問」の掲載終了について
～長年に渡りご愛読いただきありがとうございました～

「広報よさの」の奇数月発行号に定期掲載しておりました「公民館訪
問」ですが、令和２年３月発行号掲載分を持ちまして終了させていただ
きます。
隔月でさまざまな地区公民館の活動を紹介し、与謝野町の公民館活動

の定着に大きな役割を果たしてきましたが、掲載開始から 10年（60回）
を数え、一定周知もされたことから、今後は年１回発行する「まなびだ
より」において活動の様子などをお知らせいたします。
長年に渡りご愛読いただき、ありがとうございました。

図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

Info

一般書  ●『おとしどころの見つけ方』
松浦正浩／クロスメディア・パブリッ
シング ●『空白の日本史』本郷和人／
扶桑社 ●『野村メモ』野村克也／日本

実業出版社 ●『おうち筋トレの本』日経ヘルス／
日経ＢＰ ●『おかあさんライフ』たかぎなおこ／
ＫＡＤＯＫＡＷＡ ●『東京、はじまる』門井慶喜
／文藝春秋 ●『帰りたくなる家』山崎美津江／婦
人之友社 ●『甘夏とオリオン』増山実／ＫＡＤＯ
ＫＡＷＡ ●『秘密のストックレシピ』白崎裕子／
マガジンハウス ●『禅式おそうじ術』吉村昇洋／
ＮＨＫ出版 ●『発注いただきました！』朝井リョ

今月の
新着図書

ウ／集英社 児童書  ●『ぱかぱかももんちゃん』と
よたかずひこ／童心社 ●『ニュース年鑑2020』池
上彰／ポプラ社 ●『爆笑!!小学生あるある』さそり
山かずき／ポプラ社 ●『斎藤道三（コミック版日
本の歴史）』加来耕三／ポプラ社 ●『るるぶマン
ガとクイズで楽しく学ぶ！４７都道府県』伊藤賀／
ＪＴＢパブリッシング ●『はじめてのメイク&ネ
イル』めちゃカワ!!ビューティー向上委員会／新星
出版社 ●『ちょきんばこのたびやすみ』村上しい
こ／ＰＨＰ研究所 ●『ごんべえだぬき』川端誠／
ＫＡＤＯＫＡＷＡ ●『すみっコぐらしひみつじて
ん』サンエックス株式会社／小学館

令和元年度に貸し出しが多かった本を発表します！
図書館では、昨年４月１日から今年３月 31 日までに 13 万 87 冊（昨年度 13 万 3,622 冊）の本を貸し出

しました。この１年間で、たくさん借りられた本ＢＥＳＴ５を紹介します。
人気の本は貸し出し中の場合もありますが、“予約”をすれば、図書が返却され次第取り置きできます。また、

ホームページからも貸し出し状況の確認や予約（事前登録が必要です）ができます。

※一般書・児童書については、一番利用がある日本の小説にジャンルを絞ってＢＥＳＴ５を紹介しています

１位『希望の糸』東野圭吾／講談社
２位『そして、バトンは渡された』辻村深月／文藝春秋
３位『沈黙のパレード』東野圭吾／文藝春秋
４位『ノースライト』横山秀夫／新潮社
５位『検事の信義』柚月裕子／ＫＡＤＯＫＡＷＡ
番外編『一切なりゆき』樹木希林／文藝春秋

一般書

１位『オレンジページ』オレンジページ
２位『クロワッサン』マガジンハウス
３位『ＮＨＫきょうの料理』日本放送出版協会
４位『婦人公論』中央公論新社
５位『こどものとも』福音館書店

雑 誌

１位『おしりたんてい　みはらしそうのかいじけん』トロル／ポプラ社
２位『おしりたんてい　いせきからのＳＯＳ』  トロル／ポプラ社
  〃   『おしりたんてい　かいとうとねらわれたはなよめ』トロル／ポプラ社
４位『おしりたんてい　むらさきふじんのあんごうじけん』トロル／ポプラ社
  〃   『おしりたんてい　やみよにきえるきょじん』トロル／ポプラ社

児童書

１位『それしかないわけないでしょう』ヨシタケシンスケ／白泉社
２位『みえるとかみえないとか』ヨシタケシンスケ／アリス館
３位『どんぐりむらのいちねんかん』なかやみわ／学研プラス
４位『999 ひきのきょうだいのほしをさがしに』村上康成・木村研／ひさかたチャイルド
  〃   『どんぐりむらのぱんやさん』なかやみわ／学研教育出版

絵 本

年間貸出冊数ＢＥＳＴ５

13　広報よさのMAY 2020 12



織物のまち
MadeinYosano

産地交流
右記「ひらく織実行委員
会」が実施する他産地や丹
後産地内との交流の様子を
発信する産地ＰＲ・交流サ
イト「ひらく織」を運営し
ています。これまでには、
本サイトへの訪
問をきっかけ
に移住者も生
まれています。

与謝野町では、織物事業者や地域の声を

受け、地域経済や地域活性化の要である

織物業やその関連業に対してさまざな支

援を行っています。今月号では、アン

ケート結果で明らかになった織物業にお

ける課題や、その解決に向けて実施する

与謝野町の織物振興施策をお伝えします。

Vol.2

伝える
産地の認知拡大

育む 作る 売る
人財発掘と育成 生産設備の維持 新たな挑戦を喚起

後継者育成
織物事業者の後継者層や関
係機関が参画する「ひらく
織実行委員会」の運営を支
援しています。事業者は全
国の繊維産地に赴き次世代
の担い手としての研さんを
積むとともに、
新商品開発に
も取り組んで
います。

設備投資支援
織物事業者が行う生産設備
整備等の経費の一部を補助
します。本年度は新たに小
規模（３万円以上30万円未
満）な整備も対象に加えま
した。申請受け付けは５月
29日まで。詳細
は商工振興課
へお問い合わ
せください。

新商品開発支援
自社または異業種間連携に
より取り組む年間１テー
マの商品・製品開発に要す
る経費の一部を補助します。
申請受け付けは12月28日ま
で。詳細は商工振興課へお問い
合わせください。
※本制度は織
物事業者以外
も活用できます。

産地体験
都市圏に居住する織物産地
やものづくりに興味のある
方を対象に、産地滞在プロ
グラムを実施します。町内
織物事業者の訪問や移住者
との懇談、織物技能訓練セ
ンターでの製織
体験を実施し
産地への興味
を高めます。

織物職人養成
織物事業者の従業員や就職
希望者を対象に、織物技能
訓練センターにおいて職人
養成プログラムを実施して
います。技術指導員と専門
家の指導による力織機と手
機の２つのプロ
グラムがあり
ます。希望者
はセンターまで。

修理・調整支援
商工会では、織機等の修
理・調整を行う織物事業者
に対し補助金を交付してお
り、与謝野町は本事業への
財政的な支援を行っていま
す。申請受け付けは令和３
年２月末まで。
詳細は商工会
へお問い合わ
せください。

販路開拓支援
自社で企画・製造等をした
商品・製品の国内・海外販
路開拓に要する経費の一部
を補助します。申請受け付
けは12月28日まで。詳細は
商工振興課へお問い合わせ
ください。
※本制度は織
物事業者以外
も活用できます。

ひらく織ＨＰ

織
物
業
の
実
態
を
把
握
す
る
た

め
、
与
謝
野
町
で
は
２
～
３
年
に

一
度
、「
織
物
実
態
統
計
調
査
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
度
は
織
物
振
興
施
策
に
対
す
る

意
見
を
把
握
す
る
た
め
、「
織
物

振
興
対
策
事
業
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
調
査
結
果
に

お
い
て
も
、「
設
備
導
入

や
織
機
修
理
等
へ
の
支

援
」
を
求
め
る
声
が
全
体

の
約
30
％
と
最
も
多
く
、

「
後
継
者･

人
材
育
成
へ

の
支
援
」
が
続
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
二
次
総
合
計

画
の
産
業
分
野
に
お
い
て

は
「
知
恵
・
技
・
経
験
を

次
世
代
へ
伝
え
る
た
め
の
人
材
育

成
」
と
「
高
度
な
織
物
技
術
の
承

継
」
が
方
針
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
与
謝
野
町

で
は
、
設
備
投
資
と
人
材
育
成
へ

の
支
援
を
柱
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

織物業振興に必要と思われる

施策・支援 BEST3

出典：令和元年度織物振興対策事業に関するアンケート調査

後継者・人材育成
事業承継

商品開発
販路開拓

設備導入
織機修理

19％

29％

30％
01

02

03

【問い合わせ先】商工振興課 ☎ 43-9012 ／ 与謝野町商工会 ☎ 43-1020 ／ 織物技能訓練センター ☎ 42-2575

マイナンバーカード
休日窓口を開設します！
～ 夜間延長窓口での受け取りも可能に ～

平日にお仕事や学校で役場に来ることが難しい…

マイナンバーカードを受け取りたい方・申請されたい方な
どを対象に、休日窓口を開設します。また、夜間延長窓口の
際にカードの受け取りが可能になります。

マイナンバーカードが受け取れます

【
予
約
期
限
】

前
の
週
の
金
曜
日
午
後
５
時

夜間延長窓口
▼ マイナンバー通知カード（紙製）を

なくされた方は、マイナンバーカード交

付申請書を休日窓口でお渡しできますの

で、事前にご連絡ください。なお、通知

カードは５月 25 日（月）をもって廃止

となります。廃止後の氏名・住所変更等

の手続きはできなくなりますのでご注意

ください。
▼ マインバーカードを申請・受け取ら

れる 15 歳未満の方は、法定代理人（父

母等）の方も一緒に来庁ください。

休日窓口

予約期限

６  14/

６月 11 日（木）

日

予約期限

７  12/

７月９日（木）

日

予約期限

８  ２/
７月 30 日（木）

日

時間
午前９時～正午

野田川庁舎

場所

※事前予約制

■必要な持ち物

※本人確認書類とは、次の A または B です。

A：（顔写真付）運転免許証、パスポート、身体障害者手帳、療育手帳、在留カード等

B：上記 A 以外の「氏名・生年月日」または「氏名・住所」が記載された書類２点（健康保険証、介護保険証、年金手帳、学生証等）

①
②

③
④
⑤

申請者本人が住民環境課窓口でマイナン
バーカードの取得申請を行うことで、後日

（約１ヵ月後）、本人限定受取郵便でマイナ
ンバーカードを受け取ることができます。

マイナンバー通知カード（紙製）
顔写真〔サイズ（縦 4.5 ㎝、横 3.5 ㎝）・
正面・無背景・無帽〕
本人確認書類※

印鑑
住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

マイナンバーカードを申請する方

① 交付通知書（町から届いたはがき）
② マイナンバー通知カード（紙製）
③ 本人確認書類※

④ 印鑑
⑤ 住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）

マイナンバーカードを受け取る方

▼受け取り・申請には約 20 分／人かかります
▼先着順となりますのでご了承ください

問・予約：住民環境課 ☎ 43-9030

マイナンバーカードをすでに申請された
方で、役場から受け取りの案内が届いた方
が対象です。

９月以降の実施日はあらためてお知らせします

毎 週 水 曜 日
午後７時まで

場所：野田川庁舎
※事前予約制

６ ３ 月 日から
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旧加悦町役場庁舎が開館しました
まちの魅力を発信する、観光・交流の拠点が誕生。

問　観光交流課 ☎ 43-9016

ち
り
め
ん
街
道
の
北
端
に
た
た
ず
む

旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
（
京
都
府
指
定
有

形
文
化
財
）
の
保
存
活
用
改
修
工
事
が

完
了
し
、
４
月
１
日
、
人
々
の
交
流
が

生
ま
れ
る
観
光
・
交
流
の
場
と
し
て
新

生
「
旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
」
が
開
館
し

ま
し
た
。

旧
加
悦
町
役
場
庁
舎
は
、
建
築
か
ら

約
90
年
が
経
ち
、
１
階
床
下
部
分
の

腐ふ
き
ゅ
う朽

と
蟻
害
が
著
し
く
、
ま
た
耐
震
性

能
の
課
題
か
ら
、
平
成
14
年
以
降
は
１

階
し
か
使
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
域
住
民
の

要
望
も
あ
り
、
将
来
安
心
し
て
建
物
全

体
を
保
存
活
用
で
き
る
よ
う
平
成
30
年

１
月
に
「
耐
震
改
修
検
討
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
修
理
・
補
強
方
法
等
に
つ

い
て
の
検
討
を
開
始
。
同
年
６
月
末
か

ら
は
建
物
を
閉
館
し
、
本
格
的
な
調
査

や
実
験
を
繰
り
返
し
行
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昨
年
の
夏
に
工
事
を
開

始
し
、本
年
３
月
末
に
完
了
し
ま
し
た
。

交
流
が
生
ま
れ
る
拠
点

新
し
く
な
っ
た
旧
加
悦
町
役
場
庁
舎

は
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
海
の

京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
与
謝
野
地
域
本
部
（
与
謝

野
町
観
光
協
会
）
が
建
物
の
維
持
管
理

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
階
は
、
ち
り
め
ん
街
道
を
含
む
与

謝
野
町
の
魅
力
を
来
訪
者
に
発
信
す
る

拠
点
と
し
て
、
観
光
案
内
所
と
来
訪
者

が
ゆ
っ
た
り
休
憩
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
町
長
室
や

旧
応
接
室
な
ど
は
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
一
般
に
公
開
し
ま
す
。

２
階
は
、
旧
議
場
の
大
空
間
と
南
北

居
室
の
３
室
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
南
居

室
は
観
光
協
会
の
事
務
局
が
入
り
、
旧

議
場
は
、
貸
室
（
予
約
制
）
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。通
常
時
は
、

文
化
財
建
築
物
と
し
て
一
般
公
開
し
て

い
ま
す
。

建
築
当
時
の
雰
囲
気
が
よ
み
が
え
る

２
階
旧
議
場
は
、
ク
リ
ー
ム
色
の
漆

喰
壁
（
大
津
壁
）
か
ら
格ご

う
ぶ
ち縁

天
井
、
建

具
な
ど
細
部
に
至
る
ま
で
、
昭
和
４
年

の
建
築
時
の
も
の
に
復
元
し
、
当
時
の

雰
囲
気
が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

旧
町
長
室
は
、
腰
板
が
張
ら
れ
、
天

井
の
意
匠
に
こ
だ
わ
り
、
框か

ま
ちは

他
の
部

分
よ
り
高
級
な
部
材
が
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
見
シ
ン
プ
ル
な
建
築
物
で
す
が
、

丹
後
大
震
災
の
直
後
、
地
域
の
復
興
と

繁
栄
を
願
い
、
工
夫
を
凝
ら
し
、
細
部

ま
で
て
い
ね
い
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
与
謝
野
町
の
貴
重
な
財
産
で
す
。

町
内
外
の
人
々
の
交
流
の
場
「
旧
加

悦
町
役
場
庁
舎
」
に
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
！

右
／
１
階
の
観
光
案
内
所

左
／
２
階
旧
議
場

１階に休憩スペースを設けています

南北に真っすぐのびる２階の廊下

町 政  News & Information

民 生 児 童 委 員 だ よ り

与謝野町民生児童委員協議会では、民生児童委員だよりをとおし
て民生児童委員、主任児童委員の活動を紹介します。新しい体制
で活動を始めた今回は、各支部長から民生児童委員活動の紹介を
します。

て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
に
加
え
、
人
口

減
少
、
子
ど
も
な
ど
社
会
的
弱
者
へ
の
虐

待
、ひ
き
こ
も
り
（
８
０
５
０
・７
０
４
０

問
題
）、
不
登
校
、
子
ど
も
の
貧
困
、
孤

独
死
、
感
染
症
の
ま
ん
延
な
ど
。
民
生
児

童
委
員
が
地
域
に
存
在
す
る
こ
と
が
、
こ

の
町
の
福
祉
を
底
辺
で
支
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

加
悦
支
部
の
活
動
に
つ
い
て

加
悦
支
部
長
　
横よ

こ
た
に谷

　
秀ひ

で

樹き

私
た
ち
加
悦
支
部
は
、
旧
加
悦
町
10
区

の
民
生
児
童
委
員
22
人
（
主
任
児
童
委
員

２
人
を
含
む
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

委
員
は
各
々
に
担
当
地
区
を
持
ち
、
子
ど

も
た
ち
や
お
年
寄
り
な
ど
の
見
守
り
と
教

育
機
関
や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
と
協
力

し
、
歩
調
を
合
わ
せ
た
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
困
り
ご
と
の
あ
る
方
か

ら
の
相
談
を
受
け
た
り
、
消
防
署
や
電
気

工
事
組
合
に
協
力
す
る
な
ど
の
地
域
活
動

が
、
民
生
児
童
委
員
の
活
動
の
基
本
と
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
０
～
３
歳
児
ま
で
の
お
子
さ

ん
と
お
母
さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
子
育
て

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
は
、
講
師
の
方
を
招

き
、
親
子
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を
し

な
が
ら
、
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
方
や
発

達
の
目
安
を
学
ん
だ
り
、
月
齢
・
年
齢
ご

と
に
子
ど
も
の
様
子
や
子
育
て
の
交
流
を

し
た
り
、
お
互
い
の
情
報
の
交
換
を
し
た

民生委員 ･ 児童委員は
身近な相談相手です

民
生
児
童
委
員
の
活
動
に
つ
い
て

野
田
川
支
部
長
　
阿あ

じ路
川か

わ

　
正ま

さ
か
ず和

昨
年
の
12
月
に
、
全
国
一
斉
の
民
生
児

童
委
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
与
謝

野
町
で
は
67
人
の
民
生
児
童
委
員
（
主
任

児
童
委
員
６
人
含
む
）
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
あ
ら
た
め
て
そ
の
活
動
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
ま
た
見
守
り

役
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
主
に
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
方
を
家
庭
訪
問
し
ま
す
。

そ
の
活
動
を
と
お
し
て
、
困
り
ご
と
な
ど

課
題
が
あ
れ
ば
、
役
場
や
福
祉
に
関
係
す

る
機
関
に
つ
な
ぎ
ま
す
。
あ
く
ま
で
つ
な

ぐ
の
で
あ
っ
て
、
民
生
児
童
委
員
自
ら
解

決
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

必
要
に
応
じ
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
代
弁

者
と
し
て
、
役
場
や
関
係
機
関
に
意
見
具

申
も
し
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
の
活
動
と
い
え
ば
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
こ
と
が
中
心
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
児
童
委
員
と
し
て
の
活
動

も
行
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
「
身
近
な

大
人
」
と
な
り
、「
子
育
て
応
援
団
」
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
登
下
校
の
見
守
り
、
学
校
・
園
と
の

懇
談
、
行
事
参
加
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す
。現

在
、
福
祉
に
関
す
る
課
題
は
山
積
し

り
し
て
、マ
マ
友
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
児
童
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
」
は
、
川
遊
び
、
体
育
館
で
の

遊
び
、
里
山
遊
び
な
ど
そ
の
場
所
に
応
じ

た
楽
し
い
企
画
で
、
学
年
を
超
え
た
つ
な

が
り
と
、
自
然
の
中
で
の
発
見
を
大
事
に

し
た
取
り
組
み
で
す
。
異
年
齢
の
グ
ル
ー

プ
を
作
り
活
動
を
す
る
中
で
、
リ
ー
ダ
ー

の
子
ど
も
の
凛
と
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

と
、
そ
の
指
示
を
聞
く
低
学
年
の
子
ど
も

た
ち
の
顔
を
見
て
い
る
と
、
心
か
ら
う
れ

し
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
川
遊
び
で
水
に

入
れ
な
い
子
ど
も
の
手
を
引
い
て
川
に
入

れ
て
あ
げ
る
と
、
は
じ
め
は
こ
わ
ご
わ
と

し
て
い
た
顔
が
み
る
み
る
嬉
々
と
し
た
表

情
に
変
わ
る
、
そ
ん
な
姿
を
見
ら
れ
る
の

も
、
民
生
児
童
委
員
の
特
権
で
す
。

私
た
ち
民
生
児
童
委
員
の
活
動
範
囲
は

幅
広
く
多
様
で
す
。
支
部
定
例
会
、
校
区

集
会
、
研
修
会
な
ど
で
研
さ
ん
を
積
み
、

個
々
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
刺
激
を
受
け
、

自
己
成
長
を
心
が
け
な
が
ら
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
地
域
福
祉
の
向

上
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

危
機
管
理
意
識
に
つ
い
て

岩
滝
支
部
長
　
千せ
ん

賀が

　
和か
ず

樹き

民
生
児
童
委
員
の
活
動
を
始
め
て
４
年

目
。
お
年
寄
り
の
見
守
り
や
幼
児
と
の
触

れ
合
い
、
小
中
学
校
生
の
登
下
校
見
守
り

活
動
な
ど
に
も
慣
れ
て
き
た
こ
の
ご
ろ
で
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
年
の
活
動
は
ほ

と
ん
ど
休
止
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
感
染
が
ど
こ
ま
で
広
が
る
の
か
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
が
、
先
が
見

え
な
い
と
き
は
危
険
な
こ
と
や
心
配
な
こ

と
が
現
実
に
な
る
こ
と
を
想
定
し
、
た
と

え
そ
う
な
っ
て
も
対
応
で
き
る
対
策
を
し

て
お
く
こ
と
が
パ
ニ
ッ
ク
を
防
ぐ
有
効
な

方
法
で
あ
り
、
危
機
管
理
の
考
え
方
の
基

本
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
と
き
に
は
、「
今
、
何
が
で
き
る
の
か
」

を
常
に
考
え
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

民
生
児
童
委
員
の
私
に
と
っ
て
の
大
き

な
テ
ー
マ
の
一
つ
目
は
、
子
ど
も
た
ち
に

関
し
て
、
家
庭
内
暴
力
、
い
じ
め
、
不
登

校
、
引
き
こ
も
り
、
さ
ら
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
危

険
性
等
が
大
き
な
問
題
で
あ
る
こ
と
、
二

つ
目
は
、
大
人
に
つ
い
て
、
育
児
に
自
信

を
無
く
し
た
若
い
お
母
さ
ん
の
う
つ
病
や
、

家
族
を
支
え
る
力
を
失
っ
た
お
父
さ
ん
の

孤
独
感
等
も
無
視
で
き
な
い
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
三
つ
目
は
、
高
齢
化

社
会
で
避
け
ら
れ
な
い
認
知
症
問
題
と
介

護
問
題
で
す
。

ど
れ
を
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
で
あ
る

た
め
、
民
生
児
童
委
員
と
し
て
安
易
に
取

り
組
め
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の

機
会
に
民
生
児
童
委
員
と
し
て
研
修
を
深

め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
が
落
ち
着
い
た
こ
ろ
に
は
、
充
実
し
た

活
動
が
で
き
る
よ
う
に
備
え
て
お
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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株式会社丹後乳販様から、町立幼稚園・認定こども園・保育所（園）（以下、「保育園等」）の先生に対して、
「明治プロビオヨーグルトR-1 ドリンクタイプ」（1,748 本、24万 4,720 円相当）を寄贈いただきました。
丹後乳販様には普段から保育園等の給食用牛乳を納品いただき、園児と先生の健康増進にお力添えをいただ
いています。今回は、新型コロナウイルス感染症への対策応援として、保育園等の先生に免疫力を高める本製
品を寄贈いただきました。職員一同、自身の健康に留意し、あらためて新型コロナウイルス感染症対策を徹底
するとともに、引き続き園児の保育・教育に努めたいと思います。ご寄贈いただき誠にありがとうございます。

株式会社丹後乳販様 から 明治プロビオヨーグルト R-1 を寄贈いただきました

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限
価格

（千円 / 税抜）
落札金額

（千円 / 税抜）
落札率
（％） 工事期間

3/23 大呂谷日吉ヶ丘線道路新設
（その２）工事 明石地内 5 者 山城建設株式会社 38,053 33,662 33,662 88.46 R2/3/31

～ 9/30

問 　総務課 ☎ 43-9010 ３ 月入札結果

魅力化コーディネーター 長谷川隊員
地域おこし協力隊通信 45

問　社会教育課 ☎ 43-9026

新
た
な
加
悦
小
学
校
の
開
校
式

を
４
月
６
日
に
執
り
行
い
ま
し

た
。
本
校
は
、
い
ず
れ
も
１
４
０

年
以
上
の
歴
史
を
誇
っ
た
桑
飼
小

学
校
、
与
謝
小
学
校
、
加
悦
小
学

校
の
３
校
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、

全
児
童
２
６
０
人
で
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

少
子
化
に
よ
る
児
童
数
減
少
や

児
童
の
男
女
比
の
極
端
な
偏
り
な

ど
の
問
題
を
踏
ま
え
、
町
教
育
委

員
会
で
は
、
平
成
30
年
11
月
、
各

区
、
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
者
お
よ
び
各

学
校
長
等
で
組
織
す
る
「
加
悦
地

域
学
校
づ
く
り
準
備
協
議
会
」
を

発
足
。
学
校
名
や
校
章
、
校
歌
の

決
定
の
ほ
か
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
、
通
学
路
の
安
全
対
策
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
運
営
、
教
育
課
程
、
再
編
前

か
ら
の
児
童
の
交
流
な
ど
、
新
し

い
学
校
運
営
に
必
要
な
こ
と
を
協

問　学校教育課 ☎ 43-9025
新しい加悦小学校が開校。地域の希望に。
新生「加悦小学校」が開校しました

議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
３
月

25
日
の
協
議
会
に
お
い
て
す
べ
て

の
調
整
項
目
の
協
議
が
整
い
、
開

校
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。開

校
式
で
は
、
山や

ま
ぞ
え添
町
長
の
式

辞
に
続
き
、
桜
を
基
調
に
大
江
山

に
太
陽
が
昇
る
情
景
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
校
章
を
刺
繍
し
た
校
旗
が
、

塩し
お

見み

教
育
長
か
ら
堀ほ

り
校
長
へ
と
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
児
童

を
代
表
し
児
童
会
副
会
長
の
長な

が
野の

光み
つ

希き

く
ん
が
、「
地
域
の
希
望
と

な
る
よ
う
に
全
校
児
童
一
丸
と

な
っ
て
頑
張
り
ま
す
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
校
章
を
デ
ザ
イ
ン
い

た
だ
い
た
小お

倉ぐ
ら

知と
も

子こ

さ
ん
、
校
歌

を
作
詞
い
た
だ
い
た
天あ

ま
野の

逸い
っ
ぷ
う
し

風
子

さ
ん
、
校
歌
を
作
曲
い
た
だ
い
た

後ご

藤と
う
昌ま
さ
の
り典
さ
ん
へ
の
感
謝
状
贈
呈

に
続
き
、
児
童
た
ち
に
よ
り
校
歌

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

加
悦
谷
高
等
学
校
と
宮
津

天
橋
高
等
学
校
加
悦
谷
学
舎

の
高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー(

以
下
、「
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」)

と
し
て

活
動
し
て
い
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
長は

せ
が
わ

谷
川
で
す
。

さ
て
、
こ
の
４
月
で
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
着
任
し
て

丸
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今

回
は
こ
の
１
年
を
と
お
し
た

想
い
を
つ
づ
っ
て
み
ま
す
。

一
言
で
表
現
す
る
な
ら

ば
、
２
０
１
９
年
は
「
信
頼

を
積
み
重
ね
る
年
」で
し
た
。

静
と
動
で
表
現
す
る
な
ら
ば

「
静
」の
年
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
導
入
は
学
校
に
と
っ

て
も
、
与
謝
野
町
に
と
っ
て

も
、
私
に
と
っ
て
も
、『
初

め
て
』の
取
り
組
み
。
ま
た
、

京
都
府
と
し
て
も
初
め
て
の

取
り
組
み
だ
っ
た
た
め
、
参

考
に
で
き
る
学
校
が
近
隣
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
学
校
の
職
員
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
学

校
と
し
て
も
、
何
に
、
ど
こ

ま
で
関
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば

い
い
の
か
？　
と
い
う
状
況

で
し
た
。
そ
ん
な
不
明
点
だ

ら
け
の
中
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
導
入
に
ゴ
ー
サ
イ
ン

を
出
し
て
い
た
だ
い
た
学
校

に
は
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
の
私
は
と
い
う
と
、

初
の
教
育
現
場
。
１
年
が
ど

の
よ
う
な
流
れ
で
進
ん
で
い

く
の
か
、
高
校
生
た
ち
は
何

に
興
味
が
あ
る
の
か
、
ど
ん

な
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
す
る
の

か
を
知
る
１
年
で
あ
り
、
自

分
が
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
は
ど
こ
か
を
探
る
日
々

で
し
た
。

そ
ん
な
手
探
り
な
状
況
で

教育長（右）から校長（左）に校旗が授与されました

新しい校歌を歌う児童たちも
、
１
年
生
の

丹
後
ち
り
め
ん

の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
企
画

や
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
講
演
会
に

登
壇
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
り
、

大
き
な
イ
ベ
ン

ト
を
任
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

大
小
関
わ
ら

ず
で
き
る
こ
と

を
行
い
、
先
生
方
と
の
関
係

性
を
築
い
た
１
年
で
あ
り
、

そ
れ
が
実
を
結
び
、
今
年
度

は
、
さ
ら
に
新
し
い
取
り
組

み
を
さ
せ
て
も
ら
え
そ
う
で

す
。「
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に

立
っ
た
」
今
年
度
。
今
年
は

ま
た
違
っ
た
報
告
を
い
ろ
い

ろ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

最
後
に
、
こ
の
１
年
は
、

地
域
に
出
か
け
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
お
か
げ
で
顔
見
知

り
の
方
も
随
分
と
増
え
ま
し

た
。
今
年
も
さ
ら
に
た
く
さ

ん
の
縁
を
作
っ
て
い
き
ま

す
。
お
見
か
け
の
際
は
ぜ
ひ

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。
今
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

昨年度開催した「探求ゼミ」のヒトコマ

６月１日（月）は
自動車税（種別割）

の納期限です

お近くの銀行、信用金庫、
郵便局等の金融機関やコ
ンビニ、府の納税窓口で
納期限までに忘れずに納
付してください。
京都府丹後広域振興局 

企画総務部 税務室
☎ 0772‐62‐4303

町 政  News & Information
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お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

令和２年３月末現在

まちのうごき

人　口 21,219 人（－117）

　男　 10,152 人（－ 58）

　女　 11,067 人（－ 59）

世帯数 9,043 戸（－６）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、３月 16 日から４月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031



小
お ば せ

長谷　柚
ゆ り

里

住 民 環 境 課

住民環境課に配属にな
りました小長谷です。与
謝野町で生まれ育ったの
で、この町で働けるこ
とをうれしく思います。
日々学ぶことはたくさん
ありますが、1 日でも早
く業務に慣れ、先輩方に
頼るばかりではなく、頼
られる側になれるよう精
一杯頑張ります。よろし
くお願いいたします。山

やまぞえ
添　侑

ゆう
那
な

子 育 て 応 援 課

子育て応援課に配属に
なりました山添です。府
北部の出身なので、与謝
野町で働けることを光栄
に思います。いち早く住
民の方々の力になれるよ
う日々精進していきたい
と思います。また、与謝
野町についてたくさんの
ことを知っていきたいと
思います。よろしくお願
いいたします。

牧
まき

之
の

瀬
せ

　志
し

織
おり

福 祉 課

福祉課に配属になりま
した牧之瀬です。初めて
の仕事ですが、町民の
方々からお話をお伺い
し、住み慣れた町で自分
らしく生活できるよう寄
り添いたいと思います。
また、日々勉強しながら
自分自身の成長にも繋げ
ていきたいと思います。
精一杯頑張りますので、
よろしくお願いいたします。羽

は
川
がわ

　友
ゆ り か

梨香

石 川 保 育 所

石川保育所に配属にな
りました羽川です。子ど
もたちと過ごす一瞬一瞬
を大切に、一緒に笑った
り喜んだりしながら、笑
顔いっぱいの毎日にして
いきたいと思います。子
どもたちとたくさんのこ
とにチャレンジし、自分
自身も成長していきたい
と思っています。よろし
くお願いいたします。

大
おおはら

原　香
か

織
おり

かえでこども園

かえでこども園に配属
になりました大原です。
学ぶ姿勢を忘れずに、子
どもたちと元気いっぱい
の毎日を過ごしていきた
いと思っています。また、
7 年ぶりに生まれ育った
与謝野町に帰ってきたの
で、あらためて地元の魅
力を見つけていきたいと
思っています！　よろし
くお願いいたします。 間

ま
苧
お

谷
たに

　友
ゆ か

佳
保 健 課

保健課に配属になりま
した間苧谷です。大学進
学のため与謝野町を離れ
ていましたが、ふるさと
の与謝野町で働くことが
でき喜びを感じていま
す。地域の皆さまのお役
に立てるよう、関わる業
務一つ一つを大切に、責
任をもって取り組みたい
と思います。よろしくお
願いいたします。

新規採用職員として入庁した７人

（1 月 1 日付１人、4 月１日付６人）

の決意と抱負を紹介します。

本
ほん

田
だ

　奈
な つ こ

都子

福 祉 課

福祉課（地域包括支援
センター）に配属になり
ました本田です。前職で
はケアマネジャーとして
ご利用者やご家族に寄り
添いながら介護の仕事を
していました。地域の
方々と連携を図りながら
少しでも町の発展に役立
てるように精一杯頑張り
たいと思います。よろし
くお願いいたします。

新規採用職員を

紹 介 し ま す ！

T
E
L
 0772-43-9015

（
直

通
）

F
A
X
 0772-46-2851
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